
設備施工

設備施工にあたっても短工期を克服するため、

大口径配管類のユニット化を図り 、 躯体工程

期間中での搬入計画に重点を置いた結果、 竪

管ユニットエ法消火メイン配管の鉄骨共吊リ

冷却塔接続配管ユニット化などを実施し、 長

尺重量物の早期搬入・搬入省力化を図るとと

もに高屈階幹線においてバスダクトを採用し

躯体工程との協調を図った。 また、 ポンプ配

管ユニット搬入・室外機配管ユニット搬入など 、

搬入省力化・現場作業省力化を図り 、 昨今の

作業員不足を補った。 譴気工事においても仮

設•本設霞力幹線に一部アルミケ ー ブルを採

用、 軽量化し、 作業効率向上を屈るとともに

銅地金価格変動によるリスクをヘッジした。

デッキ工事

基礎工事において、 埋設物として霜カ・上下水・

ガス・通信に加え鉄道通信インフラ・バス路

線制約があリ 、 インフラお よび交通各社との

協語も多く 、 当社土木部門と連携しながらの

協議を行い 、 埋設インフラを逃がしたリ 、 避

けたりしながらの工事となった。

既存建物の改修

新築棟との接続・遡及工事だけでなく 、 レイ

アウトの変更要望も多く 、 ヨドバシカメラ従

業員・テナント従業員など既存建物関係者動

線を十分に事前スタディしてからの改修工事

工程立案となった。 既存建物内の商品盗難

防止のために、 既存建物の従業貝入退館シ

ステムを整備したうえで、 それに対応したエ

事エリアの作業員入退システムを構築した。

これは新築タワ ー工事における入退場管理に

も採用し、 施工中から竣工後の建物入退場

管理システムヘと連続して引き継げるシステ

ムとした。

接続工事で は、 地下貫通時の地下仮設強制

給気や 、 地上貫通時の温度差気流によるエ

事現場からの音・臭い・埃の既存店舗への流

れ込みに対し、 既存建物内気圧調整を行うな

ど細心の注意を払いながらの工事となった。

電カ ・中央監視機能・防災機能など目に見

えないシステムも既存棟と新築棟で統一する

計画であったため、 生かしながらの運携作業

には苦労した。 （岡村啓志／五洋建設）
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上／室外楓配管ユニット搬入

下／冷却塔接続配雷ユニット化

上／ポンブ配管ユニット搬入

下／アルミケープル

上／消火配管の大梁下での煙て方時搬入

下／空中デッキの掲重姐付
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